
③
 

②
 

に
関
係
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

現
地
説
明
会
資
料
(
―
1
0
0
七
年
三
月
三
一
日
）

石
神
遺
跡
第
十
九
次
調
査
出
土
木
簡

0
小
柱
十
九

2
4
8
x
3
6
x
3
 

1
5
0
x
3
7
x
4
 

0
1
9
 

※
上
端
部
に
径
五

mm
の
小
孔
の
あ
け
ら
れ
た
材
の
や
や
左
寄
り
に
墨
害
し
て
い
ま
す
。
①
の
木
簡
か

ら
、
遺
跡
近
辺
で
建
物
の
造
営
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
本
木
簡
も
そ
れ

nLJ米
二
斗

※
上
端
が
折
れ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
米
の
支
給
に
関
わ
る
記
録
簡
で
す
。
石
神
遺
跡
の
過
去
の
調

査
で
、
仕
丁
に
対
し
て
一
日
あ
た
り
米
二
升
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、
「
二
斗
」
は
仕
丁
十
人
分
の
米
支
給
址
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仕
丁

は
雑
役
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
①
②
の
木
簡
と
同
様
、
造
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

五
丈

之
中
打
合
釘
二

長
七
寸

①
（
表
）
上
長
押
釘
川
隻

（
裏
）
口

□
（
削
り
残
り
）

(
1
4
9
)
X
4
3
x
3
 

釈
文
と
解
説

奈
良
文
化
財
研
究
所

0
8
1
 

部
の
「
五
丈
」
は
、
上
長
押
の
長
さ
と
考
え
ら
れ
、
約
一
五
m
と
い
う
長
大
な
も
の
で
す
。 0

3
2
 

東
西
溝
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現
代
暗
渠

※
上
部
に
切
り
込
み
の
あ
る
荷
札
状
の
完
形
木
簡
で
す
。
裏
面
は
削
り
残
り
で
、
内
容
は
表
面
の
み
で

完
結
し
て
い
ま
す
。
「
上
長
押
」
と
は
、
柱
と
柱
と
を
つ
な
ぐ
水
平
材
の
う
ち
上
部
の
も
の
で
、
釘
に
よ
っ

て
柱
と
固
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
上
長
押
に
用
い
る
釘
三

0
本
を
進
上
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た

木
簡
で
す
。
裏
面
に
は
切
り
込
み
部
の
左
右
を
結
ぶ
よ
う
に
地
肌
が
薄
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
み
え
、

こ
れ
は
紐
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
釘
三

0
本
を
紐
で
束
ね
、
さ
ら
に

木
節
に
括
り
付
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
割
り
書
き
に
は
、
長
押
釘
三

0
本
の
う
ち
、
二
本
は

う
ち
あ
い
く
ぎ

「
打
合
釘
」
（
両
端
を
尖
ら
せ
た
釘
）
で
、
長
さ
が
七
寸
（
約
ニ
―

Cm)
の
も
の
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
下

東
西
溝
3

都
城
発
掘
調
査
部

⑦
 

残
っ
て
い
ま
す
。

※
木
簡
の
上
端
お
よ
び
左
下
は
二
次
的
整
形
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
材
の
右
端
に
木
簡
本
来
の
墨
書

が
あ
り
、
人
数
を
書
き
付
け
て
い
ま
す
。
「
沙
弥
」
と
は
、
男
性
の
見
習
い
出
家
者
の
こ
と
で
す
。
そ
の
下

に
「
六
＋
」
と
あ
り
ま
す
が
、
「
六
十
人
」
も
し
く
は
「
六
十

□人
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
か
な

り
の
人
数
に
な
り
ま
す
。
「
廿
七
人
」
の
上
は
「
僧
」
と
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
読
経
か
法

会
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
石
神
遺
跡
の
過
去
の
調
査
で
、
仏
教
に
関
わ
る
文
言
を
も
つ
木

正
月
四
日
志
紀
未
成

※
上
端
折
れ
で
、
右
下
部
も
欠
損
し
ま
す
。
襄
面
は
わ
ず
か
な
墨
付
き
が
あ
る
の
み
で
、
削
り
残
り
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
表
面
は
、
現
材
の
下
半
部
に
文
字
を
記
し
て
い
ま
す
が
、
理
由
は
不
明
で
す
。

「
志
紀
社
、
河
内
国
や
大
和
国
な
ど
に
知
ら
れ
る
地
名
で
、
こ
れ
ら
の
地
に
由
来
す
る
氏
族
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
「
未
」
は
「
末
」
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

※
上
部
に
切
り
込
み
を
も
つ
完
形
の
荷
札
木
簡
で
す
。
「
辛
巳
年
」
は
天
武
一

0
年
（
六
八
一
）
。
「
五

十
戸
」
は
「
サ
ト
」
で
、
「
里
」
よ
り
も
一
昔
前
の
表
記
で
す
。
税
の
貢
進
に
関
わ
り
ま
す
。
表
面
の
下
半

部
に
は
評
名
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
最
下
字
は
現
状
で
は
「
評
」
と
み
る
に
は
問
題
が

田
田
塩
二
斗

※
上
下
に
切
り
込
み
を
も
っ
た
荷
札
状
の
完
形
木
簡
で
す
。
「
田
田
」
は
「
タ
タ
」
と
呼
ば
れ
た
地
名
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
塩
を
貢
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紀
伊
国
名
草
郡
多
田
郷
を
指
す
可
能
性
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑥
（
表
）
辛
巳
年

n
L
J

（
裏
）
口
部
五
十
戸

⑤
（
表
）

（
裏
）
口

簡
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

④

U
廿

七

人

沙

弥

六

十

1
1
8
X
2
3
x
7
 
0
3
1
 

(
1
1
5
)
x
(
4
8
)
X
4
 

(
1
4
8
)
X
1
1
x
2
 

1
2
5
x
3
2
x
3
 
0
3
2
 

0
8
1
 

0
8
1
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建

建

□
建

（
裏
）
「
銀
銀
釜
口
重
子

□小
子
ロ
ロ

し

得
六
斤
一
両

損
一
斤
六
両

重
七
斤
七
両

重
一
斤
二
両

六
寸
呉
釘
十
二
隻

重
一
斤
二
両

四
寸
者

作
上
平
頭
釘
十
六
隻

重
二
斤
三
両

四
寸
打
合
釘
舟
六
隻

重
＿
斤
十
両

六
寸
長
押
打
合
釘
六
隻

右
、
作
上
鉄
物
等
如
件

石
神
遺
跡
出
土
の
仕
丁
関
係
木
簡

1

（
表
）
方
原
戸
仕
丁
米
一
斗

（
裏
）
「
阿
之
乃
皮
が
之
母
口
」

2

（
表
）
委
之
取
五
十
戸
仕
丁
伸
物

□口
胄〕

「
建
建
」

二
斗
三
中
神
井
弥

□
斗

主
典
安
都
宿
祢

（
一
部
）

3

（
表
）
加
牟
加
皮
手
五
升

神
久
ロ
ロ
ニ
升
小
麻
田
戸
二
升

（
裏
）
口烏

取
ロ
ロ
ニ
升
桜
井
戸
二
升
一
升

□

青
見

□口
二
升
知
利
布
二
升
汗
久
皮
ツ
ニ
升

(
1
6
8
)
X
2
9
X
2
 

1
9
7
x
4
0
x
2
 

2
9
6
x
5
7
X
5
 

下
道
主

0
5
1
 

Oil 

0
5
1
 

第
1
6
次

第
1
5
次

第
1
6
次

(
2
)
 

（
後
略
）

（裏）

n

付
物
部
根
万
呂

二
日
下
鉄
二
廷

2

（表）

n
u
□
口

聖
御
前
白
小
信
法
口〔

謹
ヵ
〕

LJ 

（
前
略
）

〔
参
考
史
料
〕

(
1
)
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
造
石
山
寺
所
鉄
充
井
作
上
帳

（
『
大
日
本
古
文
書
』
十
五
ノ
ニ
九
四
頁
）

ロ
ロ

〔賜ヵ〕

(
3
)
石
神
遺
跡
出
土
の
仏
教
関
係
木
簡

1

（
表
）
己
卯
年
八
月
十
七
日
白
奉
経

（
裏
）
観
世
音
経
十
巻
記
白
也

（
一
部
）

山田寺回廊復元図

1
8
6
X
2
3
x
4
 

(
2
8
5
)
X
2
7
x
3
 

0
1
9
 

011 
第
1
8
次

第
1
8
次


